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はじめに

このドキュメントでは、仮想アプライアンス(VA)/Active Directory(AD)およびポリシー階層と、
VA/AD +ローミングクライアントについて説明します。

VA/ADおよびポリシー階層

Insightsでは、要求がそのInsights IDのポリシーに一致した場合にのみ、Active Directoryまたは内
部ネットワークIDがレポートの「ID」列に表示されます。

Insights Identityは次のいずれかです。

Active Directoryユーザ•

Active Directoryコンピュータ•

内部ネットワークIP•

サイト（一致するポリシーまたはIDがマップされていない場合は仮想アプライアンスを参照
）

•

ポリシー階層で、ネットワークまたは内部ネットワークが実際の特定のインサイトのユーザまた
はコンピュータのIDよりも高い位置に設定されている場合、ダッシュボードの[レポート]セクショ
ンの[ID]列には、インサイトIDの検索時に一致したネットワークまたは内部ネットワークが表示さ
れます。

「レポート」セクションの「IDによるフィルタリング」を使用すると、IDの要求履歴が正しく表
示されますが、ネットワーク/内部ネットワークと表示されるだけです。

次の例では、「Zachary Gilman」というIDを検索しましたが、ネットワークポリシーがポリシー
階層の上位にあるため、一致したポリシーのIDからのIDとして表示されます。ポリシー階層の上
位にあるユーザの特定のポリシーがある場合、そのポリシーは自分のユーザとして表示されます
。基本的に、AD IDの検索は可能ですが、ポリシーが一致したIDとして表示されます。
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VA/AD +ローミングクライアント

詳細については、「クライアントのローミングとレポート：予想される動作」の記事全体を参照
してください。このスニペットは、Insightsと組み合わせてUmbrellaローミングクライアントを使
用する場合にのみ関連します。

Umbrellaローミングクライアントは、Insights環境を離れるラップトップで使用されることが多い
ですが、UmbrellaローミングクライアントがInsightsネットワーク内にある場合のレポート作成で
はどうなりますか。

Umbrellaローミングクライアントが仮想アプライアンスによって保護されている場合、
Umbrellaローミングクライアントは自動的に無効になり、Umbrellaローミングクライアントとし
て報告しなくなるため、そのUmbrellaローミングクライアントIDのレポートを検索する機能があ
りません。ただし、Active Directoryユーザ、コンピュータ、またはコンピュータの内部IPアドレ
スで検索できます。 

仮想アプライアンスによって保護されているかどうかは、トレイアイコン（Macまたは
Windows）を確認するか、「Primary Policy」アイコンにカーソルを合わせてダッシュボードでそ
のIDを確認することで確認できます。

トレイアイコン（Mac用） Umbrellaダッシュボード（[コンピューターの移動]セクション）

   



翻訳について
シスコは世界中のユーザにそれぞれの言語でサポート コンテンツを提供するために、機械と人に
よる翻訳を組み合わせて、本ドキュメントを翻訳しています。ただし、最高度の機械翻訳であっ
ても、専門家による翻訳のような正確性は確保されません。シスコは、これら翻訳の正確性につ
いて法的責任を負いません。原典である英語版（リンクからアクセス可能）もあわせて参照する
ことを推奨します。


